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	2024年     能登半島地震の被害報告　�-時国家住宅被害要因の分析-
	要旨� 2024年能登半島地震は、最大震度7を観測した地震であり、大規模な地盤隆起や広範囲での液状化被害、水道施設などライフライン復旧の長期化などが特徴的であった。また、被災の中心である奥能登地域は、伝統的な文化が受け継がれている地域でもあり、文化財等の被災も顕著であった。本講演では、最初に能登半島地震の被害の特徴を概説する。また、合わせて近接していながら被害の程度が大きく異なった、上時国家住宅と時國家住宅についての検討結果の概要を報告する。

